
【表紙】
　

【提出書類】 有価証券届出書の訂正届出書

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年６月11日

【発行者名】 ブラックロック・ジャパン株式会社

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　出川　昌人

【本店の所在の場所】 東京都千代田区丸の内一丁目８番３号

【事務連絡者氏名】 加藤　淳一郎

【電話番号】 03－6703－4935

【届出の対象とした募集内国投資信託

受益証券に係るファンドの名称】

i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）

i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）

　

【届出の対象とした募集内国投資信託

受益証券の金額】

i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）

当初申込期間：　100億円を上限とします。

継続申込期間：　5,000億円を上限とします。

　

i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）

当初申込期間：　100億円を上限とします。

継続申込期間：　5,000億円を上限とします。

　

【縦覧に供する場所】 該当事項はありません。

　

（注）本書において文中および表中の数字は四捨五入された数値として表示されている場合があり、従って合計として表

示された数字はかかる数値の総和と必ずしも一致するとは限りません。
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１【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

　

平成25年８月９日付をもって提出した有価証券届出書（平成26年３月24日付の有価証券届出書の訂正

届出書により訂正済み。以下「原有価証券届出書」といいます。）の内容の一部に変更がありましたの

で、関係事項を下記の通り訂正するものであります。
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２【訂正の内容】

第二部【ファンド情報】
　

第１【ファンドの状況】
　

１【ファンドの性格】

（１）【ファンドの目的及び基本的性格】

①～③（略）

④ ファンドの特色（各ファンドおよびマザーファンドの特色）

ａ．（略）

　

ｂ．主としてベンチマークに連動する運用成果を目指す有価証券を主要投資対象とします。

■ 効率的な運用を目的として、ハイイールド債を主要投資対象とする上場投資信託証券（ブ

ラックロック・グループが運用するＥＴＦ等）への投資を行う場合があります。

　

＜投資対象候補である有価証券の概要＞（本書作成日現在）

全文訂正につき、訂正後の内容を記載いたします。

＜訂正後＞

　
　
　
（後略）　
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（３）【ファンドの仕組み】

＜訂正前＞

　＜委託会社の概況＞

平成25年５月末現在の委託会社の概況は、以下の通りです。

ａ．資本金　　　　2,435百万円

　

ｂ．沿革

1985年１月 メリルリンチ投資顧問株式会社

（後のメリルリンチ・インベストメント・マネジャーズ株式会社）設立

1987年３月　証券投資顧問業者として登録

1987年６月　投資一任業務認可を取得

1997年12月　投資信託委託業務免許を取得

1988年３月 バークレイズ・デズート・ウェッド投資顧問株式会社

（後のバークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社）設立

1988年６月　証券投資顧問業者として登録

1989年１月　投資一任業務認可を取得

1998年３月　投資信託委託業務免許を取得

1999年４月 野村ブラックロック・アセット・マネジメント株式会社

（後のブラックロック・ジャパン株式会社）設立

1999年６月　証券投資顧問業者として登録

1999年８月　投資一任業務認可を取得

2006年10月 メリルリンチ・インベストメント・マネジャーズ株式会社を存続会社として、

ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

新会社商号：「ブラックロック・ジャパン株式会社」

2009年12月 バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社を存続会社として、

ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

新会社商号：「ブラックロック・ジャパン株式会社」
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ｃ．大株主の状況

株主名 住所
所有
株式数

所有比率

ブラックロック・ジャパン・
ホールディングス合同会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番３号 10,158株 100％

　

　

＜訂正後＞

　＜委託会社の概況＞
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平成26年３月末現在の委託会社の概況は、以下の通りです。

ａ．資本金　　　　2,435百万円

　

ｂ．沿革

1985年１月 メリルリンチ投資顧問株式会社

（後のメリルリンチ・インベストメント・マネジャーズ株式会社）設立

1987年３月　証券投資顧問業者として登録

1987年６月　投資一任業務認可を取得

1997年12月　投資信託委託業務免許を取得

1988年３月 バークレイズ・デズート・ウェッド投資顧問株式会社

（後のバークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社）設立

1988年６月　証券投資顧問業者として登録

1989年１月　投資一任業務認可を取得

1998年３月　投資信託委託業務免許を取得

1999年４月 野村ブラックロック・アセット・マネジメント株式会社

（後のブラックロック・ジャパン株式会社）設立

1999年６月　証券投資顧問業者として登録

1999年８月　投資一任業務認可を取得

2006年10月 メリルリンチ・インベストメント・マネジャーズ株式会社を存続会社として、

ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

新会社商号：「ブラックロック・ジャパン株式会社」

2009年12月 バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社を存続会社として、

ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

新会社商号：「ブラックロック・ジャパン株式会社」
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ｃ．大株主の状況

株主名 住所
所有
株式数

所有比率

ブラックロック・ジャパン・
ホールディングス合同会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番３号 10,158株 100％

　

２【投資方針】

（３）【運用体制】

＜訂正前＞

①～②（略）

　

③　当ファンドの運用は、株式インデックス運用部インデックス・アセット・アロケーション・

チーム（４名程度）が担当いたします。

　※　運用体制は、変更となる場合があります。

　

ブラックロック・グループ

ブラックロック・グループは、運用資産残高約3.94兆ドル
＊
（約370兆円）を持つ世界最大級の

独立系資産運用グループであり、当社はその日本法人です。

当グループは、世界各国の機関投資家および個人投資家のため、株式、債券、キャッシュ・マ

ネジメントおよびオルタナティブ商品といった様々な資産クラスの運用を行っております。ま

た、機関投資家向けに、リスク管理、投資システム・アウトソーシングおよびファイナンシャ

ル・アドバイザリー・サービスの提供を行っております。

＊　2013年３月末現在。（円換算レートは１ドル＝94.02円を使用）

　

　

＜訂正後＞

①～②（略）

　

③　当ファンドの運用は、株式インデックス運用部（７名程度）が担当いたします。

　※　運用体制は、変更となる場合があります。

　　

ブラックロック・グループ

ブラックロック・グループは、運用資産残高約4.40兆ドル
＊
（約453兆円）を持つ世界最大級の

独立系資産運用グループであり、当社はその日本法人です。

当グループは、世界各国の機関投資家および個人投資家のため、株式、債券、キャッシュ・マ

ネジメントおよびオルタナティブ商品といった様々な資産クラスの運用を行っております。ま

た、機関投資家向けに、リスク管理、投資システム・アウトソーシングおよびファイナンシャ

ル・アドバイザリー・サービスの提供を行っております。

＊　2014年３月末現在。（円換算レートは１ドル＝102.985円を使用）

　

４【手数料等及び税金】

（３）【信託報酬等】

＜訂正前＞

①　信託報酬の総額
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　ファンドの実質的な信託報酬（ａ＋ｂ）は、信託財産の純資産総額に対して年0.92％（税抜

0.9％）程度となります。

※投資する有価証券の投資比率や報酬率が変更になる可能性があり、実質的な負担についても変動することがあ

ります。

　

ａ．当ファンドの信託報酬

　計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.42％（税抜0.4％）の率を乗じて得た額

とし、委託会社、販売会社、受託会社の間の配分は次の通りとします。

　

　 委託会社 販売会社 受託会社 合計

信託財産の純資産総額に
対して

年0.105％
（税抜0.1％）

年0.2835％
（税抜0.27％）

年0.0315％
（税抜0.03％）

年0.42％
（税抜0.4％）

　

ｂ．有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等

　上場投資信託証券等の有価証券に投資する場合、保有有価証券の投資額に対して年0.5％程度

が当該有価証券より支弁され、その管理会社等に支払われます。

※有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等は変動することがあります。

　

＜平成26年４月１日以降、消費税率が８％になった場合は以下の通りとします。＞

　ファンドの実質的な信託報酬（ａ＋ｂ）は、信託財産の純資産総額に対して年0.932％（税抜

0.9％）程度となります。

※投資する有価証券の投資比率や報酬率が変更になる可能性があり、実質的な負担についても変動することがあ

ります。

　

ａ．当ファンドの信託報酬

　計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.432％（税抜0.4％）の率を乗じて得た

額とし、委託会社、販売会社、受託会社の間の配分は次の通りとします。

　

　 委託会社 販売会社 受託会社 合計

信託財産の純資産総額に
対して

年0.108％
（税抜0.1％）

年0.2916％
（税抜0.27％）

年0.0324％
（税抜0.03％）

年0.432％
（税抜0.4％）

　

ｂ．有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等

　上場投資信託証券等の有価証券に投資する場合、保有有価証券の投資額に対して年0.5％程度

が当該有価証券より支弁され、その管理会社等に支払われます。

※有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等は変動することがあります。

　　

②　（略）

　

＜訂正後＞

①　信託報酬の総額

　ファンドの実質的な信託報酬（ａ＋ｂ）は、信託財産の純資産総額に対して年0.932％（税抜

0.9％）程度となります。

※投資する有価証券の投資比率や報酬率が変更になる可能性があり、実質的な負担についても変動することがあ

ります。

　

ａ．当ファンドの信託報酬

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

 8/79



　計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.432％（税抜0.4％）の率を乗じて得た

額とし、委託会社、販売会社、受託会社の間の配分は次の通りとします。

　

　 委託会社 販売会社 受託会社 合計

信託財産の純資産総額に
対して

年0.108％
（税抜0.1％）

年0.2916％
（税抜0.27％）

年0.0324％
（税抜0.03％）

年0.432％
（税抜0.4％）

　

ｂ．有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等

　上場投資信託証券等の有価証券に投資する場合、保有有価証券の投資額に対して年0.5％程度

が当該有価証券より支弁され、その管理会社等に支払われます。

※有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等は変動することがあります。

　

＜消費税率が10％になった場合は以下の通りとします。＞

　ファンドの実質的な信託報酬（ａ＋ｂ）は、信託財産の純資産総額に対して年0.94％（税抜

0.9％）程度となります。

※投資する有価証券の投資比率や報酬率が変更になる可能性があり、実質的な負担についても変動することがあ

ります。

　

ａ．当ファンドの信託報酬

　計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に年0.44％（税抜0.4％）の率を乗じて得た額

とし、委託会社、販売会社、受託会社の間の配分は次の通りとします。

　

　 委託会社 販売会社 受託会社 合計

信託財産の純資産総額に
対して

年0.11％
（税抜0.1％）

年0.297％
（税抜0.27％）

年0.033％
（税抜0.03％）

年0.44％
（税抜0.4％）

　

ｂ．有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等

　上場投資信託証券等の有価証券に投資する場合、保有有価証券の投資額に対して年0.5％程度

が当該有価証券より支弁され、その管理会社等に支払われます。

※有価証券への投資に伴い間接的に負担する報酬等は変動することがあります。

　　

②　（略）

　 　

　

（５）【課税上の取扱い】

＜訂正前＞

日本の居住者（法人を含む。）である投資者に対する課税については、以下のような取扱いとな

ります。

①～③（略）

　

④　個人、法人の課税の取扱いについて

ａ．個人の投資者に対する課税

(a）収益分配金の課税について

［平成25年１月１日から平成25年12月31日までの間］
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支払いを受ける収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得とし

て、10.147％（所得税7.147％、地方税３％）の税率による源泉徴収が行われます。原則と

して、申告は不要です。

また、確定申告を行うことにより総合課税（配当控除なし）と申告分離課税（10.147％

（所得税7.147％および地方税３％））のいずれかを選択することができます。

　

［平成26年１月１日以降］

支払いを受ける収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得とし

て、20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税率による源泉徴収が行われます。原則と

して、申告は不要です。

また、確定申告を行うことにより総合課税（配当控除なし）と申告分離課税（20.315％

（所得税15.315％、地方税５％））のいずれかを選択することができます。

　

(b）換金時および償還時の差益の課税について

［平成25年１月１日から平成25年12月31日までの間］

換金時および償還時の差益（換金価額および償還価額から購入費用（購入時手数料および

当該購入時手数料にかかる消費税等相当額を含みます。）を控除した利益）は、譲渡益とし

て課税対象（譲渡所得等）となり、10.147％（所得税7.147％、地方税３％）の税率による

申告分離課税が適用されます。原則として確定申告が必要ですが、特定口座（源泉徴収口

座）の利用が可能な場合があります。
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［平成26年１月１日以降］

換金時および償還時の差益（換金価額および償還価額から購入費用（購入時手数料および

当該購入時手数料にかかる消費税等相当額を含みます。）を控除した利益）は、譲渡益とし

て課税対象（譲渡所得等）となり、20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税率による

申告分離課税が適用されます。原則として確定申告が必要ですが、特定口座（源泉徴収口

座）の利用が可能な場合があります。

　

換金時および償還時に損失（譲渡損）が生じた場合には、確定申告することで、他の株式

等の譲渡益および上場株式等の配当所得の金額（申告分離課税を選択したものに限りま

す。）との損益通算ならびに３年間の繰越控除の対象とすることができます。

また、換金時および償還時の差益（譲渡益）については、他の株式等の譲渡損と損益を相

殺することができます。

　
※ 平成26年１月１日以降、少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」がご利用になれます。ＮＩ

ＳＡをご利用の場合、毎年、年間100万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託等から生じる配当所

得および譲渡所得が５年間非課税となります。ご利用になれるのは、満20歳以上の方で、販売会社で非課

税口座を開設するなど、一定の条件に該当する方が対象となります。なお、ＮＩＳＡの口座では、特定口

座や一般口座で生じた配当所得および譲渡所得との損益通算はできません。詳しくは販売会社にお問い合

わせください。　

　

　

ｂ．法人の投資者に対する課税

［平成25年１月１日から平成25年12月31日までの間］

法人の投資者が支払いを受ける収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金ならびに換金時

および償還時の個別元本超過額については、7.147％（所得税7.147％、地方税の源泉徴収はあ

りません。）の税率による源泉徴収が行われます。なお、当ファンドについては、法人税の課

税対象となりますが、益金不算入制度の適用はありません。

　

［平成26年１月１日以降］

法人の投資者が支払いを受ける収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金ならびに換金時

および償還時の個別元本超過額については、15.315％（所得税15.315％、地方税の源泉徴収は

ありません。）の税率による源泉徴収が行われます。なお、当ファンドについては、法人税の

課税対象となりますが、益金不算入制度の適用はありません。

　
※　なお、税法が改正された場合には、上記の内容が変更になることがあります。

※　課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家に確認されることをお勧めいたします。

　

　

　

＜訂正後＞

日本の居住者（法人を含む。）である投資者に対する課税については、以下のような取扱いとな

ります。

①～③（略）

　

④　個人、法人の課税の取扱いについて

ａ．個人の投資者に対する課税
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(a）収益分配金の課税について

支払いを受ける収益分配金のうち、課税扱いとなる普通分配金については、配当所得とし

て、20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税率による源泉徴収が行われます。原則と

して、申告は不要です。

また、確定申告を行うことにより総合課税（配当控除なし）と申告分離課税（20.315％

（所得税15.315％、地方税５％））のいずれかを選択することができます。
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(b）換金時および償還時の差益の課税について

換金時および償還時の差益（換金価額および償還価額から購入費用（購入時手数料および

当該購入時手数料にかかる消費税等相当額を含みます。）を控除した利益）は、譲渡益とし

て課税対象（譲渡所得等）となり、20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税率による

申告分離課税が適用されます。原則として確定申告が必要ですが、特定口座（源泉徴収口

座）の利用が可能な場合があります。

　

換金時および償還時に損失（譲渡損）が生じた場合には、確定申告することで、他の株式

等の譲渡益および上場株式等の配当所得の金額（申告分離課税を選択したものに限りま

す。）との損益通算ならびに３年間の繰越控除の対象とすることができます。

また、換金時および償還時の差益（譲渡益）については、他の株式等の譲渡損と損益を相

殺することができます。

　
※ 少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」がご利用になれます。ＮＩＳＡをご利用の場合、毎

年、年間100万円の範囲で新たに購入した公募株式投資信託等から生じる配当所得および譲渡所得が５年

間非課税となります。ご利用になれるのは、満20歳以上の方で、販売会社で非課税口座を開設するなど、

一定の条件に該当する方が対象となります。なお、ＮＩＳＡの口座では、特定口座や一般口座で生じた配

当所得および譲渡所得との損益通算はできません。詳しくは販売会社にお問い合わせください。　

　

ｂ．法人の投資者に対する課税

法人の投資者が支払いを受ける収益分配金のうち課税扱いとなる普通分配金ならびに換金時

および償還時の個別元本超過額については、15.315％（所得税15.315％、地方税の源泉徴収は

ありません。）の税率による源泉徴収が行われます。なお、当ファンドについては、法人税の

課税対象となりますが、益金不算入制度の適用はありません。

　
※　なお、税法が改正された場合には、上記の内容が変更になることがあります。

※　課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家に確認されることをお勧めいたします。

　

５【運用状況】

　原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第１ ファンドの状況　５ 運用状況」につきまして

は、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

　

＜更新・訂正後＞

　

「i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）」

（１）【投資状況】

(平成26年３月末現在)

　

資産の種類 金額(円) 投資比率(％)

親投資信託受益証券 159,822,505 98.72

　 内　日本 159,822,505 98.72

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 2,070,137 1.28

純資産総額 161,892,642 100.00

　

（２）【投資資産】

(平成26年３月末現在)
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①【投資有価証券の主要銘柄】

　

順位 銘柄 国/地域 種類 数量(口)
簿価単価

(円)

簿価金額

(円)

評価単価

(円)

評価金額

(円)

投資比率

(％)

１

ブラックロック・ハイ

イールド債券インデック

ス・マザーファンド

日本　
親投資信託

受益証券
146,116,754 1.0436 152,501,651 1.0938 159,822,505 98.72

(注)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

　
種類別投資比率

　

種類 投資比率(％)

親投資信託受益証券 98.72

(注)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

　

②【投資不動産物件】

該当事項はありません。

　

③【その他投資資産の主要なもの】

該当事項はありません。
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（３）【運用実績】

①【純資産の推移】

平成26年３月末現在、同日前１年以内における各月末の純資産の推移は次の通りです。

　

　
純資産総額(円) １口当たりの純資産額(円)

(分配落) (分配付) (分配落) (分配付)

平成25年９月末現在 31,265,683 － 1.0079 －

平成25年10月末現在 68,502,326 － 1.0267 －

平成25年11月末現在 78,918,523 － 1.0330 －

平成25年12月末現在 104,907,552 － 1.0318 －

平成26年１月末現在 144,083,808 － 1.0398 －

平成26年２月末現在 156,441,560 － 1.0588 －

平成26年３月末現在 161,892,642 － 1.0545 －

　

②【分配の推移】

　

　 １口当たりの分配金(円)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
－

　

③【収益率の推移】

　

　 収益率(％)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
5.5

(注)　収益率とは、上記期間末の基準価額から設定時(設定日：平成25年９月12日)の基準価額を控除した額を、設定時

基準価額で除して得た数に100を乗じた数を記載しております。

　

（４）【設定及び解約の実績】

　

　 設定数量(口) 解約数量(口) 発行済数量(口)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
160,522,036 9,486,980 151,035,056

(注)　設定口数には当初設定口数を含みます。　
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「i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）」

(1) 投資状況(平成26年３月末現在)

　

資産の種類 金額(円) 投資比率(％)

親投資信託受益証券 194,986,907 100.03

　 内　日本 194,986,907 100.03

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） △54,685 △0.03

純資産総額 194,932,222 100.00

　
(2) 投資資産(平成26年３月末現在)

①　投資有価証券の主要銘柄

　

順位 銘柄 国/地域 種類 数量(口)
簿価単価

(円)

簿価金額

(円)

評価単価

(円)

評価金額

(円)

投資比率

(％)

１

ブラックロック・ハイ

イールド債券インデック

ス・マザーファンド

日本
親投資信託

受益証券
178,265,595 1.0593 188,846,684 1.0938 194,986,907 100.03

(注)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

　
種類別投資比率

　

種類 投資比率(％)

親投資信託受益証券 100.03

(注)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

　
②　投資不動産物件

該当事項はありません。

　
③　その他投資資産の主要なもの

該当事項はありません。
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(3) 運用実績

①　純資産の推移

平成26年３月末現在、同日前１年以内における各月末の純資産の推移は次の通りです。

　

　
純資産総額(円) １口当たりの純資産額(円)

(分配落) (分配付) (分配落) (分配付)

平成25年９月末現在 33,212,532 － 0.9887 －

平成25年10月末現在 73,461,671 － 1.0155 －

平成25年11月末現在 76,508,640 － 1.0622 －

平成25年12月末現在 104,683,208 － 1.0923 －

平成26年１月末現在 166,977,520 － 1.0744 －

平成26年２月末現在 177,426,759 － 1.0847 －

平成26年３月末現在 194,932,222 － 1.0908 －

　
②　分配の推移

　

　 １口当たりの分配金(円)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
－

　
③　収益率の推移

　

　 収益率(％)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
9.5

(注)　収益率とは、上記期間末の基準価額から設定時(設定日：平成25年９月12日)の基準価額を控除した額を、設定時

基準価額で除して得た数に100を乗じた数を記載しております。

　
(4) 設定及び解約の実績

　

　 設定数量(口) 解約数量(口) 発行済数量(口)

平成25年9月12日～

平成26年3月11日
223,346,087 45,231,422 178,114,665

(注)　設定口数には当初設定口数を含みます。　
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（参考情報）「ブラックロック・ハイイールド債券インデックス・マザーファンド」

(1) 投資状況(平成26年３月末現在)

　

資産の種類 金額(円) 投資比率(％)

投資信託受益証券 352,316,672 99.29

　 内　アイルランド 352,316,672 99.29

コール・ローン、その他の資産（負債控除後） 2,508,430 0.71

純資産総額 354,825,102 100.00

(注)　当ファンドは、ファミリーファンド方式による運用を行っているため、実質の運用はマザーファンドにおいて

行っております。

　
(2) 投資資産(平成26年３月末現在)

①　投資有価証券の主要銘柄

　

順位 銘柄 国/地域 種類
数量

(口)

簿価単価

(円)

簿価金額

(円)

評価単価

(円)

評価金額

(円)

投資

比率

(％)

１
iShares $ High Yield

Corporate Bond UCITS ETF

アイル

ランド

投資信託

受益証券
29,969 11,544.29 345,970,841 11,756.03 352,316,672 99.29

(注１)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

(注２)　簿価単価及び評価単価は投資信託受益証券及び投資証券の１口当たりの価額です。

　
種類別投資比率

　

種類 投資比率(％)

投資証券 99.29

(注)　投資比率は、純資産総額に対する評価金額の比率です。

　
②　投資不動産物件

該当事項はありません。

　
③　その他投資資産の主要なもの

該当事項はありません。
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（参考情報）

運用実績（2014年３月31日現在）
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第３【ファンドの経理状況】
　

１【財務諸表】　

　原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第３ ファンドの経理状況　１ 財務諸表」につきま

しては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

　

＜更新・訂正後＞

　

(1)　当ファンドの中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第

38号）及び同規則第38条の３並びに第57条の２の規定により、「投資信託財産の計算に関する規則」（平成12年総理府令

第133号）に基づき作成しております。

　なお、中間財務諸表に記載している金額は、円単位で表示しております。

　

(2)　当ファンドは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当中間計算期間（平成25年９月12日から平成26

年３月11日まで)の中間財務諸表について、あらた監査法人による中間監査を受けております。

　

(3) 当ファンドは、ファミリーファンド方式により運用を行っておりますので、参考情報として「ブラックロック・ハイ

イールド債券インデックス・マザーファンド」の貸借対照表、注記表を記載しております。

　なお、当該参考情報は監査意見の対象外となっております。
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中間財務諸表
【i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

当中間計算期間末
(平成26年３月11日現在)

資産の部

流動資産

コール・ローン 733,766

親投資信託受益証券 160,265,998

派生商品評価勘定 20,291

流動資産合計 161,020,055

資産合計 161,020,055

負債の部

流動負債

派生商品評価勘定 1,474,116

未払受託者報酬 14,790

未払委託者報酬 182,951

その他未払費用 49,397

流動負債合計 1,721,254

負債合計 1,721,254

純資産の部

元本等

元本 151,035,056

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 8,263,745

（分配準備積立金） －

元本等合計 159,298,801

純資産合計 159,298,801

負債純資産合計 161,020,055
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

当中間計算期間
(自　平成25年９月12日
　至　平成26年３月11日)

営業収益

受取利息 237

有価証券売買等損益 8,165,888

為替差損益 △3,369,095

営業収益合計 4,797,030

営業費用

受託者報酬 14,790

委託者報酬 182,951

その他費用 49,397

営業費用合計 247,138

営業利益 4,549,892

経常利益 4,549,892

中間純利益 4,549,892

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額 113,240

期首剰余金又は期首欠損金（△） －

剰余金増加額又は欠損金減少額 3,964,731

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

3,964,731

剰余金減少額又は欠損金増加額 137,638

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

137,638

分配金 －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 8,263,745
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（３）【中間注記表】

(重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１　有価証券の評価基準及び評価方法

親投資信託受益証券は移動平均法に基づき、当該親投資信託受益証券の基準価額で時価評価しております。

　
２　デリバティブの評価基準及び評価方法

為替予約取引

個別法に基づき、原則としてわが国における中間計算期間末日の対顧客先物売買相場の仲値で評価しております。

　

３　収益及び費用の計上基準

有価証券売買等損益及び為替予約取引による為替差損益の計上基準

約定日基準で計上しております。

　

　

(中間貸借対照表に関する注記)

　

項目
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

１　当該中間計算期間の末日

における受益権総数
151,035,056口

　 　
２　１口当たり純資産額 1.0547円

　

(中間損益及び剰余金計算書に関する注記)

　

該当事項はありません。
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(金融商品に関する注記)

金融商品の時価等に関する事項

　
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

１　中間貸借対照表計上額、時価及び差額

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価している

ため、中間貸借対照表計上額と時価との差額はありません。

　
２　時価の算定方法

(1) 有価証券

「(重要な会計方針に係る事項に関する注記)」に記載しておりま

す。

(2) デリバティブ取引

デリバティブ取引については、「(その他の注記)」の「３　デリ

バ　ティブ取引関係」に記載しております。

(3) コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似し

ていることから、当該帳簿価額によっております。

　
３　金融商品の時価等に関する事項の補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない

場合には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算

定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることもあります。また、デリバ

ティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引におけ

る名目的な契約額又は計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリ

バティブ取引のリスクの大きさを示すものではありません。

　
４　金銭債権の中間計算期間末日後の償還予定額

金銭債権については全て１年以内に償還予定であります。
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(その他の注記)

１　期中元本変動額

　

項目
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

期首元本額 30,630,000円

期中追加設定元本額 129,892,036円

期中一部解約元本額 9,486,980円

　

２　有価証券関係

該当事項はありません。
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３　デリバティブ取引関係

　　　　取引の時価等に関する事項

通貨関連

　　　区　分 種類

当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

契約額等（円）

　時価（円）
評価損益

（円）
　 うち１年超

（円）　

　 　 　 　 　 　
　 　為替予約取引 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　

市場取引以外の取引
　 売　建 　 　 　 　
　 アメリカドル 319,080,201 － 320,519,100 △1,438,899

　 　 買　建 　 　 　 　

　 　 アメリカドル 160,599,776 － 160,584,850 △14,926

　 　     

合計 479,679,977 － 481,103,950 △1,453,825

　　　　　(注１)　時価の算定方法
為替予約取引

１　中間計算期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価

しております。

①　中間計算期間末日において為替予約の受渡日(以下「当該日」という。)の対顧客先物相場が

発表されている場合は、当該為替予約は当該仲値で評価しております。

　　　　　　　　　　 ②　中間計算期間末日において当該日の対顧客先物相場が発表されていない場合は、以下の方法

によっております。

・　中間計算期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されて

いる先物相場のうち当該日に最も近い前後二つの先物相場の仲値をもとに計算したレートを

用いております。

・　中間計算期間末日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に

最も近い発表されている対顧客先物相場の仲値を用いております。

２　中間計算期間末日に対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、中間計算期間末

日の対顧客相場の仲値で評価しております。

(注２)　上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。
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【i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）】
（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

当中間計算期間末
(平成26年３月11日現在)

資産の部

流動資産

親投資信託受益証券 195,242,795

未収入金 435,361

流動資産合計 195,678,156

資産合計 195,678,156

負債の部

流動負債

未払解約金 435,361

未払受託者報酬 15,752

未払委託者報酬 194,700

その他未払費用 52,581

流動負債合計 698,394

負債合計 698,394

純資産の部

元本等

元本 178,114,665

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） 16,865,097

（分配準備積立金） －

元本等合計 194,979,762

純資産合計 194,979,762

負債純資産合計 195,678,156
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】
（単位：円）

当中間計算期間
(自　平成25年９月12日
　至　平成26年３月11日)

営業収益

有価証券売買等損益 8,541,697

営業収益合計 8,541,697

営業費用

受託者報酬 15,752

委託者報酬 194,700

その他費用 52,581

営業費用合計 263,033

営業利益 8,278,664

経常利益 8,278,664

中間純利益 8,278,664

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額 1,559,941

期首剰余金又は期首欠損金（△） －

剰余金増加額又は欠損金減少額 11,743,013

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減
少額

11,743,013

剰余金減少額又は欠損金増加額 1,596,639

中間一部解約に伴う剰余金減少額又は欠損金増
加額

1,596,639

分配金 －

中間剰余金又は中間欠損金（△） 16,865,097
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（３）【中間注記表】

(重要な会計方針に係る事項に関する注記）

1　有価証券の評価基準及び評価方法

親投資信託受益証券は移動平均法に基づき、当該親投資信託受益証券の基準価額で時価評価しております。

　
　
２　収益及び費用の計上基準

有価証券売買等損益の計上基準

約定日基準で計上しております。

　

　

(中間貸借対照表に関する注記)

　

項目
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

１　当該中間計算期間の末日

における受益権総数
178,114,665口

　 　
２　１口当たり純資産額 1.0947円

　

(中間損益及び剰余金計算書に関する注記)

　

該当事項はありません。
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(金融商品に関する注記)

金融商品の時価等に関する事項

　
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

１　中間貸借対照表計上額、時価及び差額

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価している

ため、中間貸借対照表計上額と時価との差額はありません。

　
２　時価の算定方法

(1) 有価証券

「(重要な会計方針に係る事項に関する注記)」に記載しておりま

す。

(2) コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似し

ていることから、当該帳簿価額によっております。

　
３　金融商品の時価等に関する事項の補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない

場合には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算

定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件

等によった場合、当該価額が異なることもあります。

　
４　金銭債権の中間計算期間末日後の償還予定額

金銭債権については全て１年以内に償還予定であります。
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(その他の注記)

１　期中元本変動額

　

項目
当中間計算期間末

(平成26年３月11日現在)

期首元本額 30,050,000円

期中追加設定元本額 193,296,087円

期中一部解約元本額 45,231,422円

　

２　有価証券関係

該当事項はありません。

　

３　デリバティブ取引関係

　 該当事項はありません。
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(参考情報)

当ファンドは、「ブラックロック・ハイイールド債券インデックス・マザーファンド」受益証券

を主要投資対象としており、中間貸借対照表の資産の部に計上された親投資信託受益証券は、すべ

て同マザーファンドの受益証券であります。同マザーファンドの平成26年３月11日現在（以下「計

算日」という）の状況は次の通りであります。

なお、以下に記載した情報は監査意見の対象外であります。

　

「ブラックロック・ハイイールド債券インデックス・マザーファンド」の状況

(1) 貸借対照表

　

　
項目

(平成26年３月11日現在)

金額(円)

資産の部 　

流動資産 　

預金 44,511

コール・ローン 6,943,985

投資信託受益証券 352,512,647

派生商品評価勘定 11,566

流動資産合計 359,512,709

資産合計 359,512,709

負債の部 　

流動負債 　

未払金 3,555,784

未払解約金 435,361

流動負債合計 3,991,145

負債合計 3,991,145

純資産の部 　

元本等 　

元本 323,955,525

剰余金 　

剰余金又は欠損金（△） 31,566,039

元本等合計 355,521,564

純資産合計 355,521,564

負債純資産合計 359,512,709
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(2) 注記表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

投資信託受益証券は移動平均法に基づき、原則として以下の通り時価評価しております。

(1) 金融商品取引所等に上場されている有価証券

金融商品取引所等に上場されている有価証券は、原則として当該取引所等における計算日において知りうる直近の最

終相場で評価しております。

(2) 金融商品取引所等に上場されていない有価証券

当該有価証券については、原則として、金融機関の提示する価額又は価格情報会社の提供する価額のいずれかから入

手した価額で評価しております。

(3）時価が入手できなかった有価証券

適正な評価額を入手できなかった場合又は入手した評価額が時価と認定できない事由が認められた場合は、委託会社

が忠実義務に基づいて合理的事由をもって時価と認めた価額もしくは受託者と協議のうえ両者が合理的事由をもって

時価と認めた価額で評価しております。

　

２　デリバティブの評価基準及び評価方法

為替予約取引

個別法に基づき、原則としてわが国における計算日の対顧客先物売買相場の仲値で評価しております。

　

３　外貨建資産・負債の本邦通貨への換算基準

外貨建資産・負債の円換算については原則として、わが国における計算日の対顧客電信売買相場の仲値によって計算

しております。

　

４　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

外貨建資産等の会計処理

外貨建資産等については、「投資信託財産の計算に関する規則」(平成12年総理府令第133号)第60条の規定に基づ

き、通貨の種類ごとに勘定を設けて、邦貨建資産等と区分する方法を採用しております。従って、外貨の売買につい

ては、同規則第61条の規定により処理し、為替差損益を算定しております。

　

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

33/79



(貸借対照表に関する注記)

　

項目 (平成26年３月11日現在)

１　当該計算日における受益権総数 323,955,525口

　 　
２　１口当たり純資産額 1.0974円

　

　

(金融商品に関する注記)

金融商品の時価等に関する事項

　

(平成26年３月11日現在)

１　貸借対照表計上額、時価及び差額

貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価しているため、貸借対照表計上額

と時価との差額はありません。

　
２　時価の算定方法

(1) 有価証券

「(重要な会計方針に係る事項に関する注記)」に記載しております。

(2) デリバティブ取引

デリバティブ取引については、「(その他の注記)」の「３　デリバティブ取引関係」に

記載しております。

(3) コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務

これらの科目は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額によっております。

　
３　金融商品の時価等に関する事項の補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算

定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用し

ているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なることもあります。

また、デリバティブ取引に関する契約額等は、あくまでもデリバティブ取引における名目

的な契約額又は計算上の想定元本であり、当該金額自体がデリバティブ取引のリスクの大

きさを示すものではありません。

　
４　金銭債権の計算日後の償還予定額

金銭債権については全て１年以内に償還予定であります。
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(その他の注記)

１　本報告書における開示対象ファンドの当該中間計算期間における当該親投資信託の元本額の変

動及び計算日における元本の内訳

　

(平成26年３月11日現在)

同中間計算期間の期首元本額 60,588,110円

同中間計算期間中の追加設定元本額 314,008,910円

同中間計算期間中の一部解約元本額 50,641,495円

同中間計算期間末日の元本額※ 323,955,525円

　 　
※当該親投資信託受益証券を投資対象とする投資信託の元本額は次の通りです。

　i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）

　i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）

146,041,551円

177,913,974円

合計 323,955,525円

　

２　有価証券関係

該当事項はありません。
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３　デリバティブ取引関係

取引の時価等に関する事項

通貨関連

区分 種類

　（平成26年３月11日現在）

契約額等(円)

時価(円) 評価損益(円)
　

 うち１年超

（円）

　 為替予約取引 　 　 　 　

　 売建 　 　 　 　

　市場取引以外の取引
　アメリカドル 5,886,937 ― 5,886,390 547

　 　 　 　 　

　 買建 　 　 　 　

　　アメリカドル 3,541,469 ― 3,552,488 11,019

　合計 9,428,406

　

9,438,878 11,566　　　―

　

 (注１)　時価の算定方法

為替予約取引

１　計算日に対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①　計算日において為替予約の受渡日(以下「当該日」という。)の対顧客先物相場が発表されている場合

は、当該為替予約は当該仲値で評価しております。

②　計算日において当該日の対顧客先物相場が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

・　計算日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち

当該日に最も近い前後二つの先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

・　計算日に当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されて

いる対顧客先物相場の仲値を用いております。

２　計算日に対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、計算日の対顧客相場の仲値で評価し

ております。

(注２)　上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。
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２【ファンドの現況】

　原有価証券届出書の「第二部　ファンド情報　第３ ファンドの経理状況　２ ファンドの現況」に

つきましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

　

＜更新・訂正後＞

　

【i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）】

(平成26年３月末現在)　

【純資産額計算書】

　

Ⅰ　資産総額 333,450,355円

Ⅱ　負債総額 171,557,713円

Ⅲ　純資産総額(Ⅰ－Ⅱ) 161,892,642円

Ⅳ　発行済数量 153,528,831口

Ⅴ　１単位当たり純資産額(Ⅲ／Ⅳ) 1.0545円

　

【i-mizuhoハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）】

(平成26年３月末現在)

【純資産額計算書】

　

Ⅰ　資産総額 195,059,942円

Ⅱ　負債総額 127,720円

Ⅲ　純資産総額(Ⅰ－Ⅱ) 194,932,222円

Ⅳ　発行済数量 178,708,344口

Ⅴ　１単位当たり純資産額(Ⅲ／Ⅳ) 1.0908円

　
(参考情報)

ブラックロック・ハイイールド債券インデックス・マザーファンド

(平成26年３月末現在)

純資産額計算書

　

Ⅰ　資産総額 360,981,507円

Ⅱ　負債総額 6,156,405円

Ⅲ　純資産総額(Ⅰ－Ⅱ) 354,825,102円

Ⅳ　発行済数量 324,382,349口

Ⅴ　１単位当たり純資産額(Ⅲ／Ⅳ) 1.0938円
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第三部【委託会社等の情報】
　

第１【委託会社等の概況】
　

２【事業の内容及び営業の概況】

　

　原有価証券届出書の「第三部　委託会社等の情報　第１ 委託会社等の概況　２ 事業の内容及び営

業の概況」につきましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

　

＜更新・訂正後＞

投信法に定める投資信託委託会社である委託会社は、証券投資信託の設定を行うとともに金融商品

取引法に定める金融商品取引業者としてその運用（投資運用業）を行っています。また、金融商品取

引法に定める投資助言業務、第一種金融商品取引業務および第二種金融商品取引業務等を行っていま

す。

委託会社の運用する証券投資信託は平成26年３月末現在、以下の通りです。（親投資信託を除きま

す。）

　

種類 本数 純資産総額

公募投資信託 追加型株式投資信託 52本 264,513百万円

　 単位型株式投資信託 2本 12,018百万円

私募投資信託 　 74本 2,412,563百万円

合計 128本 2,689,094百万円

　

３【委託会社等の経理状況】

　

　原有価証券届出書の「第三部　委託会社等の情報　第１ 委託会社等の概況　３ 委託会社等の経理

状況」につきましては、以下の記載内容に更新・訂正いたします。

　

＜更新・訂正後＞

　

１．財務諸表の作成方法について

　委託会社であるブラックロック・ジャパン株式会社（以下「当社」という。）の財務諸表は、

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。）第2条及

び「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年8月6日内閣府令第52号。）に基づいて作成

しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第26期事業年度（自平成24年4月1

日　至平成25年3月31日）の財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる監査を受けてお

ります。

　

３．財務諸表に記載している金額については、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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（１）【貸借対照表】

(単位：百万円)

　 　
第25期

(平成24年3月31日現在)
第26期

(平成25年3月31日現在)

資産の部 　 　 　

流動資産 　 　 　

現金・預金 ※３ 7,980 5,755

立替金 　 4 6

前払費用 　 113 113

未収入金 ※２ 29 1,001

未収委託者報酬 　 880 1,208

未収運用受託報酬 　 2,590 2,566

未収収益 ※２ 633 1,329

未収還付法人税等 　 79 -

繰延税金資産 　 388 373

その他流動資産 　 4 4

流動資産計 　 12,706 12,359

固定資産 　 　 　

有形固定資産 　 　 　

建物附属設備 ※１ 1,847 1,688

器具備品 ※１ 605 479

有形固定資産計 　 2,453 2,168

無形固定資産 　 　 　

ソフトウエア 　 17 10

のれん 　 2,214 1,582

クライアント・リレーションシップ資産 　 1,073 766

その他の無形固定資産 　 3 3

無形固定資産計 　 3,309 2,363

投資その他の資産 　 　 　

長期差入保証金 　 972 958

長期前払費用 　 52 43

長期未収入金 　 - 207

繰延税金資産 　 774 387

投資その他の資産計 　 1,799 1,596

固定資産計 　 7,562 6,128

資産合計 　 20,268 18,488
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(単位：百万円)

　 　
第25期

(平成24年3月31日現在)
第26期

(平成25年3月31日現在)

負債の部 　 　 　

流動負債 　 　 　

預り金 　 70 71

未払収益分配金 　 1 1

未払償還金 　 77 76

未払手数料 　 328 433

その他未払金 　 11 6

未払費用 ※２ 889 1,160

未払消費税等 　 14 38

未払法人税等 　 - 200

賞与引当金 　 352 343

役員賞与引当金 　 26 23

早期退職慰労引当金 　 69 75

流動負債計 　 1,839 2,432

固定負債 　 　 　

長期借入金 　 5,237 2,737

退職給付引当金 　 44 12

資産除去債務 　 240 244

固定負債計 　 5,522 2,994

負債合計 　 7,362 5,426

　 　 　 　

純資産の部 　 　 　

株主資本 　 　 　

資本金 　 2,435 2,435

資本剰余金 　 　 　

資本準備金 　 2,316 2,316

その他資本剰余金 　 3,846 3,846

資本剰余金合計 　 6,162 6,162

利益剰余金 　 　 　

利益準備金 　 336 336

その他利益剰余金 　 　 　

繰越利益剰余金 　 3,972 4,128

利益剰余金合計 　 4,308 4,464

株主資本合計 　 12,906 13,062

純資産合計 　 12,906 13,062

負債・純資産合計 　 20,268 18,488
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（２）【損益計算書】

(単位：百万円)

　 　
第25期

(自　平成23年4月1日
至　平成24年3月31日)

第26期
(自　平成24年4月1日
至　平成25年3月31日)

営業収益 　 　 　
委託者報酬 　 4,207 3,991

運用受託報酬 　 7,952 7,018

その他営業収益 　 4,287 5,598

営業収益計 　 16,448 16,608

営業費用 　 　 　
支払手数料 　 1,370 1,388

広告宣伝費 　 218 215

公告費 　 12 2

調査費 　 　 　
調査費 　 399 344

委託調査費 　 2,523 2,718

調査費計 　 2,922 3,062

委託計算費 　 131 125

営業雑経費 　 　 　
通信費 　 77 68

印刷費 　 80 73

諸会費 　 24 24

営業雑経費計 　 183 165

営業費用計 　 4,839 4,959

一般管理費 　 　 　
給料 　 　 　
役員報酬 　 268 224

給料・手当 　 3,566 3,304

賞与 　 1,804 2,007

給料計 　 5,640 5,536

退職給付費用 　 267 253

福利厚生費 　 691 620

事務委託費 　 1,002 1,015

交際費 　 31 45

寄付金 　 2 3

旅費交通費 　 168 184

租税公課 　 113 95

不動産賃借料 　 964 700

水道光熱費 　 99 99

固定資産減価償却費 　 329 300

のれん償却費 　 736 632

クライアント・リレーションシップ資産償却
費 　 306 306

資産除去債務利息費用 　 3 3

諸経費 　 313 312

一般管理費計 　 10,672 10,110

営業利益 　 936 1,537
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(単位：百万円)

　 　
第25期

(自　平成23年4月1日
至　平成24年3月31日)

第26期
(自　平成24年4月1日
至　平成25年3月31日)

営業外収益 　 　 　

為替差益 　 - 25

還付加算金等 　 0 2

雑益 　 53 11

営業外収益計 　 53 39

営業外費用 　 　 　

支払利息 　 172 115

為替差損 　 4 -

固定資産除却損 　 3 6

雑損 　 - 27

営業外費用計 　 180 149

経常利益 　 810 1,428

特別利益 　 　 　

抱合せ株式消滅差益 　 159 -

特別利益計 　 159 -

特別損失 　 　 　

特別退職金 　 389 246

事務過誤取引損 　 - 445

特別損失計 　 389 692

税引前当期純利益 　 579 736

法人税、住民税及び事業税 　 2 177

法人税等調整額 　 613 402

当期純利益又は当期純損失（△） 　 △36 156
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（３）【株主資本等変動計算書】

(単位：百万円)

　 　
第25期

(自　平成23年4月1日
至　平成24年3月31日)

第26期
(自　平成24年4月1日
至　平成25年3月31日)

株主資本 　 　 　
資本金 　 　 　
当期首残高 　 2,435 2,435

当期末残高 　 2,435 2,435

資本剰余金 　 　 　
資本準備金 　 　 　
当期首残高 　 2,316 2,316

当期末残高 　 2,316 2,316

その他資本剰余金 　 　 　
当期首残高 　 3,846 3,846

当期末残高 　 3,846 3,846

資本剰余金合計 　 　 　
当期首残高 　 6,162 6,162

当期末残高 　 6,162 6,162

利益剰余金 　 　 　
利益準備金 　 　 　
当期首残高 　 336 336

当期末残高 　 336 336

その他利益剰余金 　 　 　
繰越利益剰余金 　 　 　
当期首残高 　 4,008 3,972

当期変動額 　 　 　
当期純利益又は当期純損失（△） 　 △36 156

当期変動額合計 　 △36 156

当期末残高 　 3,972 4,128

利益剰余金合計 　 　 　
当期首残高 　 4,345 4,308

当期変動額 　 　 　

当期純利益又は当期純損失（△） 　 △36 156

当期変動額合計 　 △36 156

当期末残高 　 4,308 4,464

株主資本合計 　 　 　

当期首残高 　 12,942 12,906

当期変動額 　 　 　

当期純利益又は当期純損失（△） 　 △36 156

当期変動額合計 　 △36 156

当期末残高 　 12,906 13,062

純資産合計 　 　 　

当期首残高 　 12,942 12,906

当期変動額 　 　 　

当期純利益又は当期純損失（△） 　 △36 156

当期変動額合計 　 △36 156

当期末残高 　 12,906 13,062
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[重要な会計方針]

1.　　固定資産の減価償却方法

(1) 　有形固定資産

定額法により償却しております。なお、主な耐用年数は建物附属設備6～18年、器具備品2～15年であります。

　

(2) 　無形固定資産

ソフトウエアの減価償却方法については、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によっておりま

す。

のれん及びクライアント・リレーションシップ資産の償却方法については、その効果の及ぶ期間（5～9年）に基

づく定額法によっております。

　

2.　　引当金の計上基準

(1) 　退職給付引当金の計上方法

①　　旧退職金制度

適格退職年金制度移行日現在在籍していた従業員については、旧退職制度に基づく給付額を保証しているた

め、期末現在の当該給付額と年金制度に基づく給付額との差額を引当て計上しております。

　

②　　確定拠出年金制度

確定拠出年金制度（DC）による退職年金制度を有しております。

　

③　　確定給付年金制度

キャッシュ・バランス型の年金制度（CB）の退職年金制度を有しております。CBには、一定の利回り保証を

付しており、これの将来の支払に備えるため、確定給付型の会計基準に準じた会計処理方法により引当金を

計上しております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（9年）による定額法により費

用処理しております。

数理計算上の差異は各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（9年）によ

る定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理または費用から控除することとしてお

ります。

　

(2) 　賞与引当金の計上方法

従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

　

(3) 　役員賞与引当金の計上方法

役員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。
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(4) 　早期退職慰労引当金の計上方法

早期退職慰労の支払に備えて、早期退職慰労支給見込額の当事業年度負担額を計上しております。

　

3.　　外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

　

4.　　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。
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[注記事項]

（貸借対照表関係）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

建物附属設備 445　百万円 608　百万円

器具備品 550　百万円 661　百万円

　

※２　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

金銭債権 295　百万円 625　百万円

金銭債務 106　百万円 204　百万円

　

※３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行（前事業年度においては、取引銀行１行）と当座貸越契

約を締結しております。これら契約に基づく事業年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

当座貸越極度額 500　百万円 1,000　百万円

借入実行残高 － －

差引額 500　百万円 1,000　百万円

　

（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度　(自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日)

1.　　発行済株式に関する事項

　 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 10,158 － － 10,158

　

2.　　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

3.　　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

4.　　配当に関する事項

該当事項はありません。
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当事業年度　(自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日)

1.　　発行済株式に関する事項

　 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 10,158 － － 10,158

　

2.　　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

　

3.　　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

4.　　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

前事業年度　(自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日)

該当事項はありません。

　

当事業年度　(自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日)

該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

1.　　金融商品の状況に関する事項

(1) 　金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については関連当事者からの長期借入に

限定しています。

　

(2) 　金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である未収委託者報酬及び未収運用受託報酬は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関

しては、当社の経理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、個別に未収債権の回収可能性を管

理する体制をしいております。

営業債務である未払手数料はその全てが1年以内の支払期日となっております。

長期借入金は主に運転資金及び過去における経営統合時に必要とされた資金調達です。変動金利の借入金は、金

利の変動リスクに晒されていますが、借入先が全て関連当事者となっており、そのリスクは当ブラックロック・

グループ全体で管理されております。

営業債務や借入金は流動性リスクに晒されていますが、当社では資金繰計画を作成するなどの方法により管理し

ております。
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2.　　金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　

前事業年度　（平成24年3月31日）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

　 （百万円） （百万円） （百万円）

(1)　現金・預金 7,980 7,980 －

(2)　立替金 4 4 －

(3)　未収入金 29 29 －

(4)　未収委託者報酬 880 880 －

(5)　未収運用受託報酬 2,590 2,590 －

(6)　未収収益 633 633 －

(7)　未収還付法人税等 79 79 －

(8)　長期差入保証金 972 925 △46

資産計 13,171 13,125 △46

(1)　預り金 70 70 －

(2)　未払収益分配金 1 1 －

(3)　未払償還金 77 77 －

(4)　未払手数料 328 328 －

(5)　その他未払金 11 11 －

(6)　未払費用 889 889 －

(7)　未払消費税等 14 14 －

(9)　長期借入金 5,237 5,629 391

負債計 6,628 7,020 391
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当事業年度　（平成25年3月31日）

　 貸借対照表計上額 時価 差額

　 （百万円） （百万円） （百万円）

(1)　現金・預金 5,755 5,755 －

(2)　立替金 6 6 －

(3)　未収入金 1,001 1,001 －

(4)　未収委託者報酬 1,208 1,208 －

(5)　未収運用受託報酬 2,566 2,566 －

(6)　未収収益 1,329 1,329 －

(8)　長期差入保証金 958 935 △23

(9)　長期未収入金 207 207 －

資産計 13,034 13,011 △23

(1)　預り金 71 71 －

(2)　未払収益分配金 1 1 －

(3)　未払償還金 76 76 －

(4)　未払手数料 433 433 －

(5)　その他未払金 6 6 －

(6)　未払費用 1,160 1,160 －

(7)　未払消費税等 38 38 －

(8)　未払法人税等 200 200 －

(9)　長期借入金 2,737 3,118 381

負債計 4,726 5,108 381

　
(注1) 　金融商品の時価の算定方法に関する事項

資　産

(1) 現金・預金、(2) 立替金、(3) 未収入金、(4) 未収委託者報酬、(5) 未収運用受託報酬、(6) 未収収益及び(7) 未

収還付法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。

　
(8) 長期差入保証金

事務所敷金の時価については、事務所の敷金を当該賃貸借契約期間を基にしたインターバンク市場で取引されてい

る円金利スワップレートで割り引いて算定する方法によっています。また従業員社宅敷金の時価については、平均

残存勤務期間を基にしたインターバンク市場で取引されている円金利スワップレートで割り引いて算定する方法に

よっています。

　
(9) 長期未収入金

長期未収入金の時価については、期末日時点の回収見込額等により算定しております。

　
負　債

(1) 預り金、(2) 未払収益分配金、(3)未払償還金、(4)未払手数料、(5)その他未払金、(6) 未払費用、(7) 未払消費税

等及び(8) 未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっています。
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(9) 長期借入金

長期借入金のうち、固定金利によるものは、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割

引いて算定する方法によっています。

長期借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実行後大きく異

なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。

　
(注2) 　長期借入金の決算日後の返済予定額

前事業年度（平成24年3月31日）

　 1年以内 1年超 2年超 3年超 4年超 5年超

　 　 2年以内 3年以内 4年以内 5年以内 　
　 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

長期借入金 － － － － － 5,237

合計 － － － － － 5,237

　
当事業年度（平成25年3月31日）

　 1年以内 1年超 2年超 3年超 4年超 5年超

　 　 2年以内 3年以内 4年以内 5年以内 　
　 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

長期借入金 － － － － － 2,737

合計 － － － － － 2,737

　

（デリバティブ取引関係）

前事業年度　(自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日)

該当事項はありません。

　

当事業年度　(自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日)

該当事項はありません。

　

（退職給付関係）

1.　　採用している退職給付制度の概要

当社は、旧バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社で設けられていた、①旧退職金制度を引き続き有し

ています。当社は、平成21年12月2日に旧ブラックロック・ジャパン株式会社との合併に伴い、旧ブラックロック・

ジャパン株式会社における退職年金制度（②確定拠出年金制度及び③確定給付年金制度）を承継しました。また、平

成23年1月1日付で旧バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社から引き継いだ適格退職年金制度はキャッ

シュ・バランス型の③確定給付年金制度に移行しました。従って、平成23年1月1日以降、①から③の三つの制度を有

しています。
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2.　　退職給付債務に関する事項

（単位：百万円）

　 前事業年度 当事業年度

　 （平成24年3月31日） （平成25年3月31日）

(1) 退職給付債務 △1,618 △1,541

(2) 年金資産 1,592 1,710

(3) 未積立退職給付債務 △25 168

(4) 未認識過去勤務債務 △43 △38

(5) 未認識数理計算上の差異 23 △141

(6) 退職給付引当金 △44 △12

　

3.　　退職給付費用に関する事項

（単位：百万円）

　 前事業年度 当事業年度

　 (自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

　 至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

(1) 勤務費用等 226 216

(2) 利息費用 27 17

(3) 期待運用収益 △28 △31

(4) 過去勤務債務の費用処理額 △4 △4

(5) 数理計算上の差異の費用処理額 △10 1

(6) 確定拠出年金に係る要拠出額 57 54

　　退職給付費用合計 267 253

(7) 特別退職金 389 246

　　合計 657 499

　

4.　　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

(1) 　退職給付見込額の期間配分方法

ポイント基準

　

(2) 　割引率

前事業年度 当事業年度

(自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

1.1％ 1.0％
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(3) 　期待運用収益率

前事業年度 当事業年度

(自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

2.1％ 2.0％

　

(4) 　過去勤務債務の額の処理年数

発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（9年）による定額法により費用処理しております。

　

(5) 　数理計算上の差異の処理年数

発生の翌事業年度から9年で処理しております。
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（税効果会計関係）

1.　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

繰延税金資産 　　 　　

税務上の繰越欠損金 1,085百万円 443百万円

未払費用 223〃 197〃

損金計上事務過誤取引 －〃 168〃

賞与引当金 133〃 125〃

資産除去債務 85〃 87〃

早期退職慰労引当金 26〃 28〃

退職給付引当金 17〃 16〃

有形固定資産 40〃 12〃

無形固定資産 6〃 4〃

その他 5〃 25〃

繰延税金資産合計 1,625〃 1,110〃

繰延税金負債 　　 　　

無形固定資産 △404〃 △287〃

資産除去債務に対応する除去費用 △56〃 △47〃

退職給付引当金 －〃 △12〃

その他 △1〃 △3〃

繰延税金負債合計 △462〃 △350〃

繰延税金資産の純額 1,162〃 760〃

　
（注）　前事業年度及び当事業年度における繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含まれてお

ります。

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

流動資産－繰延税金資産 388百万円 373百万円

固定資産－繰延税金資産 774〃 387〃
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2.　　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の内訳

　 前事業年度 当事業年度

　 (平成24年3月31日) (平成25年3月31日)

法定実効税率 41.0％ 38.0％

（調整） 　　 　　

交際費等永久に損金に算入されない項目 13.1〃 9.2〃

損金不算入ののれん償却額 44.7〃 32.7〃

抱合せ株式消滅差益 △11.3〃 －〃

住民税均等割 0.4〃 0.3〃

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 17.9〃 －〃

その他 0.3〃 △1.4〃

税効果会計適用後の法人税等の負担率 106.2％ 78.8％

　

（企業結合等関係）

前事業年度　(自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日)

（共通支配下の取引等）

1.　　取引の概要

(1) 　結合当事企業の名称

結合企業：ブラックロック・ジャパン株式会社

被結合企業：ブラックロック証券株式会社（以下、「BSC」という。）

(2) 　主な事業内容

第一種金融商品取引業

(3) 　企業結合日

平成23年4月1日

(4) 　企業結合の法的形式

当社を吸収合併存続会社とし、BSCを吸収合併消滅会社としました。

(5) 　結合後企業の名称

ブラックロック・ジャパン株式会社

(6) 　取引の目的を含む取引の概要

当社はグループ内における再編の一環として、平成23年2月25日開催の臨時株主総会の決議に基づき、平成23年4

月1日付で当社を吸収合併存続会社とし、100％子会社であるBSCを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行いまし

た。なお、本吸収合併の効力発生時点においてBSCの株主は当社のみとなっていることから、本吸収合併に際し

て、当社はBSCに対して、株式その他の金銭等の対価を交付しておりません。

　

2.　　実施した会計処理の概要

本取引は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に基づき、共通支配下

の取引として処理しております。

　

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

54/79



当事業年度　(自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日)

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

1.　　当該資産除去債務の概要

当社事業所の定期建物賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

　

2.　　当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を当該定期建物賃貸借契約上の賃貸借期間10年と見積り、割引率は1.5%を使用して資産除去債務の金額

を計算しております。

　

3.　　当該資産除去債務の総額の増減

（単位：百万円）

　 前事業年度 当事業年度

　 (自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

　 至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

期首残高 237 240

時の経過による調整額 3 3

期末残高 240 244

　

（セグメント情報等）

前事業年度　(自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日)

1.　　セグメント情報

当社は主として投資運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

2.　　関連情報

(1)　 製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

　 委託者報酬 運用受託報酬 その他 合計

外部顧客営業収益 4,207 7,952 4,287 16,448

　

(2)　 地域ごとの情報

①　　売上高

（単位：百万円）

日本 北米 その他 合計

12,063 3,092 1,292 16,448

（注）　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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②　　有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、記載を省

略しております。

　

(3) 　主要な顧客ごとの情報

政府系機関に対するものを除き、営業収益の10%以上を占める主要な顧客に該当するものはありません。

　

3.　　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

　

4.　　報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

当社は主として投資運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

5.　　報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

　

当事業年度　(自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日)

1.　　セグメント情報

当社は主として投資運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

2.　　関連情報

(1) 　製品及びサービスごとの情報

（単位：百万円）

　 委託者報酬 運用受託報酬 その他 合計

外部顧客営業収益 3,991 7,018 5,598 16,608

　

(2)　 地域ごとの情報

①　　売上高

（単位：百万円）

日本 北米 その他 合計

10,991 4,445 1,171 16,608

（注）　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

②　　有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90%を超えるため、記載を省

略しております。

　

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

56/79



(3) 　主要な顧客ごとの情報

政府系機関に対するものを除き、営業収益の10%以上を占める主要な顧客は以下のとおりです。

（単位：百万円）

相手先 営業収益 関連するセグメント名

ブラックロック・ファイナンシャル・

マネジメント・インク
1,865 投資運用業

　

3.　　報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

該当事項はありません。

　

4.　　報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

当社は主として投資運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

5.　　報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

該当事項はありません。

　

（関連当事者情報）

1.　　関連当事者との取引

　財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(1) 　財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等に限る。）等

前事業年度　（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(%)

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

親会社

ブラックロック・
ファイナンシャ
ル・マネジメン
ト・インク

米国
ニュー
ヨーク州

9,889
百万
米ドル

投資
顧問業

(被所有)
間接
100

投資顧問
契約の
再委任等

運用
受託報酬

0

未収収益 282
受入
手数料

1,403

委託
調査費

1,047

未払費用 106
事務
委託費

111

　

当事業年度　（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(%)

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

親会社
ブラックロック・
インク

米国
ニュー
ヨーク州

2百万
米ドル

資産運用会社等
の事業の支配・

管理

(被所有)
間接
100

グローバル
契約の締結

保険金
の受取

229 未収入金 229

親会社

ブラックロック・
ファイナンシャ
ル・マネジメン
ト・インク

米国
ニュー
ヨーク州

9,429
百万
米ドル

投資
顧問業

(被所有)
間接
100

投資顧問
契約の
再委任等

運用
受託報酬

0

未収収益 381
受入
手数料

1,865

委託
調査費

379

未払費用 204
事務
委託費

125
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(2) 　財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

前事業年度　（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(%)

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

子会社
ブラックロック
証券(株)

東京都
千代田区

1億
5千5万円

第一種
金融商品
取引業

所有
直接
100

吸収合併
消滅会社

吸収合併

承継資産
合計:846

－ －
承継負債
合計:387

　

当事業年度　（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

該当事項はありません。

　

(3) 　財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

前事業年度　（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(%)

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社を
持つ会社

ブラックロッ
ク・ルックス・
フィンコ・
S.a.r.l.

ルクセン
ブルグ
大公国
ルクセン
ブルグ市

10万
米ドル

資産運用会社
等の事業の支
配・管理

なし
ローン
借入

資金
の返済

1,100
長期
借入金

5,237

支払利息 172 未払利息 －

　

当事業年度　（自　平成24年4月1日　至　平成25年3月31日）

種類
会社等の
名称又は
氏名

所在地
資本金又
は出資金

事業の
内容又は
職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(%)

関連
当事者
との関係

取引の
内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

同一の
親会社を
持つ会社

ブラックロック
(シンガポール)
リミテッド

シンガ
ポール

2百万
シンガ
ポール
ドル

投資
顧問業

なし
運用権限の
再委託等

費用
の立替

734 未収入金 734

受入手数料 83 未収収益 9

同一の
親会社を
持つ会社

ブラックロッ
ク・インスティ
テューショナ
ル・トラスト・
カンパニー、エ
ヌ、エイ.

米国
カリフォ
ルニア州

150万
米ドル

投資
顧問業

なし
運用権限の
再委託等

運用
受託報酬

61

未収収益 482

受入手数料 1,152

委託調査費 874

未払費用 123

事務委託費 48

同一の
親会社を
持つ会社

ブラックロッ
ク・ルック
ス・フィンコ・
S.a.r.l.

ルクセン
ブルグ
大公国
ルクセン
ブルグ市

2百万
米ドル

資産運用会社
等の事業の支
配・管理

なし
ローン
借入

資金
の返済

2,500
長期
借入金

2,737

支払利息 115 未払利息 －

（注)　１．取引条件及び取引条件の決定方針等

(1) 運用受託報酬については、一般取引条件と同様に決定しております。

(2) 受入手数料については、一般取引条件と同様に決定しております。

(3) 委託調査費については、一般取引条件と同様に決定しております。

(4) 事務委託費については、一般取引条件と同様に決定しております。

(5) 保険金の受取条件については、一般取引条件と同様に決定しております。

(6) 子会社との吸収合併については、共通支配下の取引として算定された額を計上しております。

(7) 支払利息については、市場金利を勘案して決定しております。なお、担保は差し入れておりません。

(8) 費用の立替の支払条件については、一般取引条件と同様に決定しております。

(9) 長期借入金の期末残高は劣後特約付借入金に係るものであります。
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2.　　親会社に関する注記

(1) 　親会社情報

ブラックロック・インク（ニューヨーク証券取引所に上場）

ブラックロック・ファイナンシャル・マネジメント・インク（非上場）

　

（１株当たり情報）

　 前事業年度 当事業年度

　 (自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

　 至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

１株当たり純資産額 1,270,562 円 50 銭 1,285,919 円 88 銭

１株当たり当期純利益金額

又は当期純損失金額（△）
△3,570 円 78 銭 15,357 円 37 銭

（注)　１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額（△）については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前事業年度 当事業年度

(自 平成23年4月 1日 (自 平成24年4月 1日

至 平成24年3月31日) 至 平成25年3月31日)

当期純利益

又は当期純損失（△）
（百万円） △36 156

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る当期純利益

又は当期純損失（△）
（百万円） △36 156

普通株式の期中平均株式数 （株） 10,158 10,158
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【中間財務諸表】

　

１．中間財務諸表の作成方法について

　委託会社であるブラックロック・ジャパン株式会社（以下「当社」という。）の中間財務諸表すな

わち中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書は、「中間財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)並びに同規則第38条及び第57条の規定に

より「金融商品取引業等に関する内閣府令」(平成19年内閣府令第52号)に基づいて作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、中間会計期間（自平成25年4月1日　至

平成25年9月30日）の中間財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる中間監査を受けており

ます。

　

３．財務諸表に記載している金額については、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

　

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

60/79



(1) 中間貸借対照表

(単位：百万円)

　 　
中間会計期間末
(平成25年9月30日)

資産の部 　 　

流動資産 　 　

現金・預金 ※2 8,656

立替金 　 2

前払費用 　 124

未収入金 　 29

未収委託者報酬 　 1,117

未収運用受託報酬 　 3,030

未収収益 　 634

繰延税金資産 　 751

その他流動資産 　 2

流動資産計 　 14,350

固定資産 　 　

有形固定資産 　 　

建物附属設備 ※1 1,607

器具備品 ※1 433

有形固定資産計 　 2,040

無形固定資産 　 　

ソフトウエア 　 8

のれん 　 1,265

クライアント・リレーションシップ資産 　 613

その他の無形固定資産 　 3

無形固定資産計 　 1,891

投資その他の資産 　 　

投資有価証券 　 823

長期差入保証金 　 969

前払年金費用 　 183

長期前払費用 　 38

長期未収入金 　 158

投資その他の資産計 　 2,175

固定資産計 　 6,106

資産合計 　 20,457

　

EDINET提出書類

ブラックロック・ジャパン株式会社(E09096)

訂正有価証券届出書（内国投資信託受益証券）

61/79



(単位：百万円)

　 　
中間会計期間末
(平成25年9月30日)

負債の部 　 　

流動負債 　 　

預り金 　 58

未払収益分配金 　 1

未払償還金 　 75

未払手数料 　 386

その他未払金 　 12

未払費用 　 985

未払消費税等 　 77

未払法人税等 　 692

賞与引当金 　 1,110

役員賞与引当金 　 73

早期退職慰労引当金 　 26

流動負債計 　 3,498

固定負債 　 　

長期借入金 　 2,737

資産除去債務 　 246

繰延税金負債 　 69

固定負債計 　 3,053

負債合計 　 6,552

　 　 　

純資産の部 　 　

株主資本 　 　

資本金 　 2,435

資本剰余金 　 　

資本準備金 　 2,316

その他資本剰余金 　 3,846

資本剰余金合計 　 6,162

利益剰余金 　 　

利益準備金 　 336

その他利益剰余金 　 　

繰越利益剰余金 　 4,955

利益剰余金合計 　 5,292

株主資本合計 　 13,890

評価・換算差額等 　 　

その他有価証券評価差額金 　 14

評価・換算差額等合計 　 14

純資産合計 　 13,904

負債・純資産合計 　 20,457
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(2) 中間損益計算書

(単位：百万円)

　 　
中間会計期間

(自　平成25年4月1日
至　平成25年9月30日)

営業収益 　 　
委託者報酬 　 2,352

運用受託報酬 　 3,639

その他営業収益 　 3,461

営業収益計 　 9,453

営業費用 　 　
支払手数料 　 789

広告宣伝費 　 113

調査費 　 　
調査費 　 162

委託調査費 　 1,819

調査費計 　 1,981

委託計算費 　 53

営業雑経費 　 　
通信費 　 29

印刷費 　 37

諸会費 　 11

営業雑経費計 　 78

営業費用計 　 3,016

一般管理費 　 　
給料 　 　
役員報酬 　 120

給料・手当 　 1,571

賞与 　 807

給料計 　 2,499

退職給付費用 　 113

福利厚生費 　 309

事務委託費 　 612

交際費 　 16

寄付金 　 3

旅費交通費 　 94

租税公課 　 42

不動産賃借料 　 350

水道光熱費 　 49

固定資産減価償却費 ※1 134

のれん償却額 ※1 316

クライアント・リレーションシップ資産償却費 ※1 153

資産除去債務利息費用 　 1

諸経費 　 163

一般管理費計 　 4,861

営業利益 　 1,575
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(単位：百万円)

　 　
中間会計期間

(自　平成25年4月1日
至　平成25年9月30日)

営業外収益 　 　

為替差益 　 84

雑益 　 0

営業外収益計 　 85

営業外費用 　 　

支払利息 　 49

雑損 　 26

営業外費用計 　 75

経常利益 　 1,585

特別損失 　 　

特別退職金 　 18

特別損失計 　 18

税引前中間純利益 　 1,566

法人税、住民税及び事業税 　 669

法人税等調整額 　 69

中間純利益 　 827
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(3) 中間株主資本等変動計算書

(単位：百万円)

　 　
中間会計期間

(自　平成25年4月1日
至　平成25年9月30日)

株主資本 　 　

資本金 　 　

当期首残高 　 2,435

当中間期末残高 　 2,435

資本剰余金 　 　

資本準備金 　 　

当期首残高 　 2,316

当中間期末残高 　 2,316

その他資本剰余金 　 　

当期首残高 　 3,846

当中間期末残高 　 3,846

資本剰余金合計 　 　

当期首残高 　 6,162

当中間期末残高 　 6,162

利益剰余金 　 　

利益準備金 　 　

当期首残高 　 336

当中間期末残高 　 336

その他利益剰余金 　 　

繰越利益剰余金 　 　

当期首残高 　 4,128

当中間期変動額 　 　

中間純利益 　 827

当中間期変動額合計 　 827

当中間期末残高 　 4,955

利益剰余金合計 　 　

当期首残高 　 4,464

当中間期変動額 　 　

中間純利益 　 827

当中間期変動額合計 　 827

当中間期末残高 　 5,292

株主資本合計 　 　

当期首残高 　 13,062

当中間期変動額 　 　

中間純利益 　 827

当中間期変動額合計 　 827

当中間期末残高 　 13,890
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(単位：百万円)

　 　
中間会計期間

(自　平成25年4月1日
至　平成25年9月30日)

評価・換算差額等 　 　

その他有価証券評価差額金 　 　

当期首残高 　 －

当中間期変動額 　 　
株主資本以外の項目の当中間期変動
額（純額）

　 14

当中間期変動額合計 　 14

当中間期末残高 　 14

評価・換算差額等合計 　 　

当期首残高 　 －

当中間期変動額 　 　
株主資本以外の項目の当中間期変動
額（純額）

　 14

当中間期変動額合計 　 14

当中間期末残高 　 14

純資産合計 　 　

当期首残高 　 13,062

当中間期変動額 　 　

中間純利益 　 827

株主資本以外の項目の当中間期変動額
（純額）

　 14

当中間期変動額合計 　 842

当中間期末残高 　 13,904
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(重要な会計方針)

　

項　目
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

1. 資産の評価基準及び評価方

法

有価証券

その他有価証券

　時価のあるもの

中間会計期間末日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、

売却原価は、移動平均法により算定）を採用して

おります。

　
2. 固定資産の減価償却方法 (1) 有形固定資産

定額法により償却しております。

なお、主な耐用年数は建物附属設備6～18年、器具

備品2～15年であります。

　
　 (2) 無形固定資産

ソフトウエアの減価償却方法については、社内に

おける利用可能期間（5年）に基づく定額法によっ

ております。

のれん及びクライアント・リレーションシップ資

産の償却方法については、その効果の及ぶ期間（9

年）に基づく定額法によっております。
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項　目
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

3. 引当金の計上基準 (1) 退職給付引当金の計上方法

①　旧退職金制度

適格退職年金制度移行日現在在籍していた従業

員については、旧退職制度に基づく給付額を保証

しているため、中間会計期間末現在の当該給付額

と年金制度に基づく給付額との差額を引当て計上

しております。

　
　 ②　確定拠出年金制度

　確定拠出年金制度（DC）による退職年金制度を

有しております。

　
　 ③　確定給付年金制度

　キャッシュ・バランス型の年金制度（CB）の退

職年金制度を有しております。CBには、一定の利

回り保証を付しており、これの将来の支払に備え

るため、確定給付型の会計基準に準じた会計処理

方法により引当金を計上しております。

過去勤務債務は、その発生時の従業員の平均残

存勤務期間以内の一定の年数（9年）による定額

法により費用処理しております。

数理計算上の差異は各事業年度の発生時におけ

る従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数

（9年）による定額法により按分した額をそれぞ

れ発生の翌事業年度から費用処理または費用から

控除することとしております。

　
　 (2) 賞与引当金の計上方法

　従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額

の当中間会計期間負担額を計上しております。

　
　 (3) 役員賞与引当金の計上方法

　役員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の

当中間会計期間負担額を計上しております。

　 (4) 早期退職慰労引当金の計上方法

　早期退職慰労の支払に備えて、早期退職慰労支

給見込額の当中間会計期間負担額を計上しており

ます。

4. 外貨建の資産又は負債の本

邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、中間会計期間末の直物為替相

場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し

ております。

　
5. その他中間財務諸表作成の

ための基本となる重要な

事項

消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。
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注　記　事　項

(中間貸借対照表関係)

　
中間会計期間末
(平成25年9月30日)

※1　有形固定資産の減価償却累計額

建物附属設備 690百万円

器具備品 710百万円

　 　
※2　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を締結

しております。これら契約に基づく当中間会計期間末の借入未実行残高は次の

とおりであります。

当座貸越極度額 1,000百万円

借入実行残高 －

差引額 1,000百万円

　

(中間損益計算書関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

※1　減価償却実施額

有形固定資産 131百万円

無形固定資産 473百万円

　

　

(中間株主資本等変動計算書関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

1．発行済株式の種類及び総数に関する事項

　
前事業年度末
株式数

当中間会計期間
増加株式数

当中間会計期間
減少株式数

当中間会計
期間末株式数

発行済株式 　 　 　 　
普通株式 10,158 ― ― 10,158

合計 10,158 ― ― 10,158

　
2．自己株式の種類及び株式数に関する事項

　該当事項はありません。

　
3. 新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はありません。

　
4. 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　該当事項はありません。

　
(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期

間後となるもの

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

　
1.　金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等及び投資信託に限定し、また、資

金調達については関連当事者からの長期借入に限定しています。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である未収委託者報酬及び未収運用受託報酬は、顧客の信用リスクに

晒されています。当該リスクに関しては、当社の経理規程に従い、取引先ごと

の期日管理及び残高管理を行い、個別に未収債権の回収可能性を管理する体制

をしいております。

投資有価証券は投資信託であり、市場リスクに晒されています。当該リスクに

関しては、当ブラックロック・グループ内の規程に従って投資額を決定し、月

次でその時価を把握し保有状況を管理する体制をしいております。

営業債務である未払手数料はその全てが1年以内の支払期日となっておりま

す。

長期借入金は主に運転資金及び過去における経営統合時に必要とされた資金調

達です。

営業債務や借入金は流動性リスクに晒されていますが、当社では資金繰計画を

作成するなどの方法により管理しております。
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中間会計期間
自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

2.　金融商品の時価等に関する事項

平成25年9月30日（中間期の決算日）における中間貸借対照表計上額、時価及び

これらの差額については、次のとおりです。

（単位：百万円）

　
中間貸借対照表
計上額(*)

時価(*) 差額

①現金・預金 8,656 8,656 －

②立替金 2 2 －

③未収入金 29 29 －

④未収委託者報酬 1,117 1,117 －

⑤未収運用受託報酬 3,030 3,030 －

⑥未収収益 634 634 －

⑦投資有価証券 823 823 －

⑧長期差入保証金 969 943 (26)

⑨長期未収入金 158 158 －

⑩預り金 (58) (58) －

⑪未払収益分配金 （1） （1） －

⑫未払償還金 （75） （75） －

⑬未払手数料 （386） （386） －

⑭その他未払金 （12） （12） －

⑮未払費用 （985） （985） －

⑯未払消費税等 （77） （77） －

⑰未払法人税等 （692） （692） －

⑱長期借入金 （2,737） （3,075） (338)

(*)　負債に計上されているものについては ( )で示しています。

（注）

1.　金融商品の時価の算定方法に関する事項

①現金・預金、②立替金、③未収入金、④未収委託者報酬、⑤未収運用受託報酬及

び⑥未収収益

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっています。

⑦投資有価証券

これら投資有価証券はすべて投資信託であり、基準価額によっています。

⑧長期差入保証金

事務所敷金の時価については、事務所の敷金を当該賃貸借契約期間を基にした

インターバンク市場で取引されている円金利スワップレートで割り引いて算定

する方法によっています。また従業員社宅敷金の時価については、平均残存勤

務期間を基にしたインターバンク市場で取引されている円金利スワップレート

で割り引いて算定する方法によっています。

⑨長期未収入金

長期未収入金の時価については、中間会計期間末時点の回収見込額等により算

定しています。

⑩預り金、⑪未払収益分配金、⑫未払償還金、⑬未払手数料、⑭その他未払金、⑮

未払費用、⑯未払消費税等及び⑰未払法人税等

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっています。

⑱長期借入金

長期借入金は固定金利によるものであり、元利金の合計額を同様の新規借入を

行った場合に想定される利率で割引いて算定する方法によっています。
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中間会計期間
自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

2.　長期借入金の決算日後の返済予定額

（単位：百万円）

　 1年以内
1年超
2年以内

2年超
3年以内

3年超
4年以内

4年超
5年以内

5年超
　

長期借入金 - - - - - 2,737

合計 - - - - - 2,737

　

　

(有価証券関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

　
　その他有価証券

平成25年9月30日（中間期の決算日）における中間貸借対照表計上額、取得原価

及びこれらの差額については、次のとおりです。

（単位：百万円）

区分
中間貸借対
照表計上額

取得原価 差額

中間貸借対照表計上額が 　 　 　
取得原価を超えるもの 　 　 　
その他 734 710 24

小計 734 710 24

中間貸借対照表計上額が 　 　 　
取得原価を超えないもの 　 　 　
その他 89 90 △0

小計 89 90 △0

合計 823 800 23

　

　

(資産除去債務関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

　
1.　当該資産除去債務の概要

当社事業所の定期建物賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

　
2.　当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を当該定期建物賃貸借契約上の賃貸借期間10年と見積り、割引率は

1.5％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

　
3.　当中間会計期間における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 244 百万円

時の経過による調整額 1 　
期末残高 246 百万円
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(セグメント情報等)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

1.　セグメント情報

当社は主として投資運用業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

　
2.　関連情報

①　製品及びサービスに関する情報

（単位：百万円）

　
委託者
報酬

運用受託
報酬

その他 合計

外部顧客
営業収益

2,352 3,639 3,461 9,453

　
②　地域に関する情報

(1) 売上高

（単位：百万円）

日本 北米 その他 合計

5,913 2,865 675 9,453

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　
(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の

金額の90％を超えるため、記載を省略しております。

　
③　主要な顧客に関する情報

政府系機関に対するものを除き、営業収益の10％以上を占める主要な顧客は以

下のとおりです。

（単位：百万円）

相手先 営業収益
関連する
セグメント名

ブラックロック・ファイナンシャ
ル・マネジメント・インク

1,148 投資運用業

　

　

(デリバティブ取引関係)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

当社はデリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　
中間会計期間

自　平成25年4月 1日
至　平成25年9月30日

１株当たり純資産額 1,368,845円45銭

１株当たり中間純利益 81,489円85銭

　
　なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　
１株当たり中間純利益の算定上の基礎

損益計算書上の中間純利益 827百万円

１株当たり中間純利益の算定に

用いられた普通株式に係る中間純利益
827百万円

期中平均株式数 10,158株

　 　

　

(重要な後発事象)

　
取得による企業結合

(1) 企業結合の概要

①　相手企業の名称及びその事業内容

　相手企業の名称：MGPA Japan LLC

　取得した事業の内容：　国際プライベート・エクイティー不動産

　投資顧問業

②　企業結合を行った理由

不動産投資顧問事業を当社の運用ラインアップに加えることにより、当社の収

益源をより多様化させることを目的としております。

③　企業結合日

平成25年10月5日

④　企業結合の法的形式

事業譲受

⑤　結合後企業の名称

ブラックロック・ジャパン株式会社

⑥　取得企業を決定するに至った主な根拠

対価の種類が現金であるため、当該現金を交付した当社を取得企業としており

ます。

(2) 取得した事業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金 398百万円

取得に直接要した費用 弁護士費用等 67百万円

取得原価（注） 　 466百万円

（注）当該取得原価は調整される可能性があります。

(3) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

(4) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 8百万円

固定資産 107百万円

資産合計 116百万円

　 　　
流動負債 73百万円

負債合計 73百万円
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５【その他】

＜訂正前＞

定款の変更、事業譲渡または事業譲受、出資の状況その他の重要事項

変更年月日 変更事項

平成19年９月18日 証券業登録に伴う商号変更（「バークレイズ・グローバル・インベスターズ証券投

信投資顧問株式会社」に変更）のため、定款変更を行いました。

平成19年９月30日 商号変更（「バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社」に変更）のた

め、定款変更を行いました。

平成19年９月30日 公告の方法を変更するため、定款変更を行いました。

平成19年12月27日 事業を営むことの目的を変更するため、定款変更を行いました。

平成20年７月１日 グループ会社の１つであるバークレイズ・グローバル・インベスターズ・サービス

株式会社を吸収合併し、それに伴い資本金の額を変更いたしました。

平成20年７月１日 株式取扱規則に関する記述を追加するため、定款変更を行いました。

平成21年６月22日 本店所在地変更のため、定款変更を行いました。

平成21年12月２日 ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

商号変更（「ブラックロック・ジャパン株式会社」に変更）および定款変更を行い

ました。

平成23年４月１日 グループ会社であるブラックロック証券株式会社を吸収合併し、それに先立ち定款

変更および資本金の額の変更を行いました。

　

　

＜訂正後＞

定款の変更、事業譲渡または事業譲受、出資の状況その他の重要事項

変更年月日 変更事項

平成19年９月18日 証券業登録に伴う商号変更（「バークレイズ・グローバル・インベスターズ証券投

信投資顧問株式会社」に変更）のため、定款変更を行いました。

平成19年９月30日 商号変更（「バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社」に変更）のた

め、定款変更を行いました。

平成19年９月30日 公告の方法を変更するため、定款変更を行いました。

平成19年12月27日 事業を営むことの目的を変更するため、定款変更を行いました。

平成20年７月１日 グループ会社の１つであるバークレイズ・グローバル・インベスターズ・サービス

株式会社を吸収合併し、それに伴い資本金の額を変更いたしました。

平成20年７月１日 株式取扱規則に関する記述を追加するため、定款変更を行いました。

平成21年６月22日 本店所在地変更のため、定款変更を行いました。

平成21年12月２日 ブラックロック・ジャパン株式会社と合併

商号変更（「ブラックロック・ジャパン株式会社」に変更）および定款変更を行い

ました。

平成23年４月１日 グループ会社であるブラックロック証券株式会社を吸収合併し、それに先立ち定款

変更および資本金の額の変更を行いました。

平成25年10月５日　 MGPA Japan LLCより不動産投資関連の事業を譲受し、それに先立ち定款変更を行い

ました。　
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

　

平成26年５月14日

　

ブラックロック・ジャパン株式会社

取　締　役　会　御　中

　

あ ら た 監 査 法 人

　指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士　鶴　田　光　夫　㊞

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状

況」に掲げられているi-mizuho ハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）の平成25年９月12日から平成

26年３月11日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに

中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表

を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間

監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に

関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る

監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手

続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による

中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追

加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは

ないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財

務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方

針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含ま

れる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に

準拠して、i-mizuho ハイイールド債券インデックス（為替ヘッジあり）の平成26年３月11日現在の信託財産の状

態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成25年９月12日から平成26年３月11日まで）の損益の状況に関する

有用な情報を表示しているものと認める。

利害関係

ブラックロック・ジャパン株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規

定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

　

（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独　立　監　査　人　の　中　間　監　査　報　告　書

　

平成26年５月14日

　

ブラックロック・ジャパン株式会社

取　締　役　会　御　中

　

あ ら た 監 査 法 人

　指 定 社 員

業務執行社員
公認会計士　鶴　田　光　夫　㊞

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「ファンドの経理状

況」に掲げられているi-mizuho ハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）の平成25年９月12日から平成

26年３月11日までの中間計算期間の中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益及び剰余金計算書並びに

中間注記表について中間監査を行った。

中間財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表

を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を

作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対する意見を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間

監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に

関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、中間監査に係る

監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施することを求めている。

中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比べて監査手

続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による

中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追

加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは

ないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財

務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方

針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含ま

れる。

当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

中間監査意見

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に

準拠して、i-mizuho ハイイールド債券インデックス（為替ヘッジなし）の平成26年３月11日現在の信託財産の状

態及び同日をもって終了する中間計算期間（平成25年９月12日から平成26年３月11日まで）の損益の状況に関する

有用な情報を表示しているものと認める。

利害関係

ブラックロック・ジャパン株式会社及びファンドと当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規

定により記載すべき利害関係はない。

以　 上

　

（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．中間財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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　 独立監査人の監査報告書　
　
　

　平成２５年６月１４日
　

ブラックロック・ジャパン株式会社　

取　　 締　　 役　　 会 御中

　
　

　

　 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ　

　

　 　
指定有限責任社員

　
業務執行社員

　 公認会計士 川　　 本　　 修　　 司 印 　

　 　　 　　 　 　 　

　 　
指定有限責任社員

　
業務執行社員

　 公認会計士 若　　 林　　 亜　　 希 印 　

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会
社等の経理状況」に掲げられているブラックロック・ジャパン株式会社の平成２４年４月１日から平成
２５年３月３１日までの第２６期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本
等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記について監査を行った。
　
財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見
を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠
して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合
理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するための
ものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用
した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸
表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
　
監査意見
　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠して、ブラックロック・ジャパン株式会社の平成２５年３月３１日現在の財政状態及び同日をもって
終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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　 独立監査人の中間監査報告書　
　
　

　平成２５年１２月２０日
　
ブラックロック・ジャパン株式会社　

取　　 締　　 役　　 会 御中

　
　
　
　 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ　

　

　 　
指定有限責任社員
　
業務執行社員

　 公認会計士 星　　　　　　知　　 子 印 　

　 　　 　　 　 　 　

　 　
指定有限責任社員
　
業務執行社員

　 公認会計士 若　　 林　　 亜　　 希 印 　

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「委託会
社等の経理状況」に掲げられているブラックロック・ジャパン株式会社の平成２５年４月１日から平成
２６年３月３１日までの第２７期事業年度の中間会計期間（平成２５年４月１日から平成２５年９月３
０日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計
算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。
　
中間財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中
間財務諸表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない中間財務諸表を作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した中間監査に基づいて、独立の立場から中間財務諸表に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査
の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中
間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの
合理的な保証を得るために、中間監査に係る監査計画を策定し、これに基づき中間監査を実施すること
を求めている。
中間監査においては、中間財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するために年度監査と比
べて監査手続の一部を省略した中間監査手続が実施される。中間監査手続は、当監査法人の判断によ
り、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて、分析的手続等を中
心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。中間監査の目的は、内部統制
の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状
況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連する
内部統制を検討する。また、中間監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者
によって行われた見積りの評価も含め中間財務諸表の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。
　
中間監査意見
　当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の
作成基準に準拠して、ブラックロック・ジャパン株式会社の平成２５年９月３０日現在の財政状態及び
同日をもって終了する中間会計期間（平成２５年４月１日から平成２５年９月３０日まで）の経営成績
に関する有用な情報を表示しているものと認める。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
　
（注）１．上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

が別途保管しております。
２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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